
令
和
五
年
度
教
養
講
座
ご
案
内

鶴
岡

文
庫鶴

岡
文
庫
主
催
・
令
和
五
年
度
教
養
講
座

<

新
講
座
追
加>

の
お
知
ら
せ
で
す
。

【
定
員
】
各
講
座

四
十
名
様

【
受
講
費
用
】
各
講
座
（
一
回
）
一
、〇
〇
〇
円

（
チ
ケ
ッ
ト
は
令
和
六
年
三
月
迄
有
効
）

「
鶴
岡
文
庫
に
て
の
ご
予
約
」
と
「
メ
ー
ル
に
て
の
ご
予
約
」
と
の
2
通
り
の
方
法
が
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
都
合
の
よ
い
方
法
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。（
電
話
で
の
ご
予
約
は
行
い
ま
せ
ん
）

【
お
申
込
み
＆
ご
予
約
方
法
】

①
別
紙
「
教
養
講
座
受
講
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
鶴
岡
文
庫
ま
で
お
持
ち
下
さ
い
。

（
申
込
書
は
鶴
岡
文
庫
に
も
ご
ざ
い
ま
す
。ボ
ー
ル
ペ
ン
な
ど
筆
記
具
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。）

②
鶴
岡
文
庫
に
あ
る
「
講
座
別
予
約
受
付
台
帳
」
に
て
ご
希
望
の
講
座
に
空
席
が
あ
る
か
確
認
し
、

お
名
前
を
ご
記
入
い
た
だ
い
く
こ
と
で
ご
予
約
確
定
と
な
り
ま
す
。
（
先
着
順
）

「
受
講
チ
ケ
ッ
ト
」
を
必
要
数
ご
購
入
く
だ
さ
い
。チ
ケ
ッ
ト
が
な
い
と
受
講
で
き
ま
せ
ん
。

ご
予
約
確
定
し
て
い
れ
ば
、初
回
受
講
日
当
日
の
ご
購
入
で
も
大
丈
夫
で
す
。

鶴
岡
文
庫
に
て
の
ご
予
約
手
順

メ
ー
ル
に
て
の
ご
予
約
手
順

①
以
下
の
項
目
を
下
記
の
ア
ド
レ
ス
宛
に
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

件
名
は
「
教
養
講
座
申
込
」
と
御
記
入
く
だ
さ
い
。

〇
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
〇
ご
住
所
（
郵
便
番
号
も
）
〇
電
話
番
号

〇
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

〇
携
帯
番
号

〇
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
鶴
岡
文
庫
か
ら
の
メ
ー
ル
を
受
信
可
能
に
設
定
し
て
く
だ
さ
い
）

〇
年
齢
（
な
く
て
も
可
）
〇
受
講
希
望
講
座
名
と
日
程

②
ご
予
約
確
定
し
た
講
座
を
メ
ー
ル
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
満
席
の
場
合
は
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

③

ご
予
約
確
定
分
の
「
教
養
講
座
受
講
チ
ケ
ッ
ト
」
を
初
回
受
講
日
に
ご
購
入
く
だ
さ
い
。

（
チ
ケ
ッ
ト
購
入
の
日
は
、講
座
開
始
の
三
十
分
前
に
ご
来
館
く
だ
さ
い
）

鶴岡文庫メールアドレス

bunko@hach imangu .o r . j p
※このメールアドレスから受信できるように設定をお願いいたします。

※

各
講
座
単
発
で
の
受
講
が
可
能
で
す
。

※

内
容
や
日
程
は
当
宮
祭
典
や
講
師
都
合
等
に
よ
り
変
更
に
な
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。そ
の
際
は
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。



氏
名
（
ふ
り
が
な
）

年
齢

住
所

電話番号

FAX番号

メールアドレス（鶴岡文庫からのメールを受信可能に設定してくだ
さい）

（ ）

＠

（ ）

携帯番号 （ ）

月 日（ ）受付 メール ・ 来館

宮
司
か
ら
学
ぶ
日
本
の
行
事
鶴
岡
八
幡
宮
宮
司

𠮷
田
茂
穂

※

各
月
の
日
程
お
よ
び
開
始
時
間
が
異
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

七
月
七
日
（
金
）

八
月
八
日
（
火
）

九
月
十
六
日
（
土
）

十
月
二
十
八
日
（
土
）

十
一
月
八
日
（
水
）

一
月
三
十
日
（
火
）

二
月
三
日
（
土
）

三
月
三
日
（
日
）

七
夕
や
雛
祭
な
ど
、
日
本
に
は
年
間
を
通
じ
て
数
多
く
の
素
晴
ら
し
い
行
事
が
あ
り
ま
す
。本
講
座
は
、日
本
の
行
事
の
起

源
や
意
味
に
つ
い
て
鶴
岡
八
幡
宮
宮
司
か
ら
直
接
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
講
座
で
す
。神
様
と
人
間
と

の
関
係
か
ら
生
ま
れ
た
「
日
本
の
文
化
」
を
、
一
緒
に
楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。

追
加

講
座

「
七
夕
」

「
ぼ
ん
ぼ
り
祭
」

「
放
生
会
（
流
鏑
馬
）
」

「
文
墨
祭

悲
劇
の
歌
将
軍
」

「
稲
荷
信
仰
」

「
人
日
の
節
句
と
厄
除
大
祭
」

「
節
分
」

「
雛
祭
と
端
午
の
節
句
」

十
三
時
三
十
分
～
十
五
時

十
三
時
三
十
分
～
十
五
時

十
時
～
十
一
時
三
十
分

十
三
時
三
十
分
～
十
五
時

十
時
～
十
一
時
三
十
分

十
三
時
三
十
分
～
十
五
時

十
時
～
十
一
時
三
十
分

十
三
時
三
十
分
～
十
五
時

↑ご予約希望の講座に〇をご記入ください。 各講座単発での受講が可能です。

万一、満席の場合はご容赦くださいませ。

令和五年度 教養講座受講申込書

令和⑥年 令和⑤年

様


